
道様式第7号

1 遺棄の事実が発生した時期　　　　平成・令和　　　　年　　　　月　　　　日

2 遺棄の事実が発生するまでの経緯

したときは、具体的行為を詳しく記載すること。

3 児童の父又は母の住所、勤務先

4 遺棄されてから現在までの状況（年代をおってくわしく記載すること。）

（　　　　年　　　月　　　日） （状　　　況）

5 その他
警察、親族等への捜索依頼をしないときは、その理由

父又は母に離婚の意思がないときは、その理由

父又は母の住民登録を抹消しないときは、その理由
（父又は母の住民登録が請求者の世帯外にあるときは記載する必要がありません。）

無職、無収入の場合で、生活保護法の適用を受けていないときは、生計維持の方法

令和　　　年　　　月　　　日

上記のとおり相違ありません。

令和　　　年　　　月　　　日
㊞

注 ：

父又は母が児童を遺棄している旨の申立書

児　童　の　住　所

氏　名

上記の児童の父又は母は、次のとおり児童を遺棄していることを申し立てます。

遺棄調書に父又は母の酒乱又は暴力行為、異性関係、犯罪行為、サラ金からの借金、ギャンブル狂欄に有と印

住　所
勤務先

（１）

（２）

（３）

（４）

氏　名

遺棄事実発生の時期が現在市町村居住前であるときは、上記事実を詳知する親族、友人等の証明書を添付すること。

［ ］

福祉事務所長（町村長）


